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こんにちは。学年主任山田です。「夏休み中の授業」はいかがですか。生徒諸君からは、ぼやく声も聞こえてきそうで

すが、この期間をとても有効に活用できている人たちが、たくさんいることに嬉しい驚きがあります。 

今回は、そんな様々なところで頑張っている人たちを紹介しましょう。 

 

頑張っている人たち   

１ 部活動 

午前中で授業が終わり、教室でお弁当を食べている集団がいます。部活動に参加する人たちです。 

休校期間が続き、思うように体を動かせなかったストレスを発散させるかのように、元気いっぱい汗を流していま

す。「部活動で得た仲間は一生もの。」仲間とともに「最高の思い出」が生まれるはずです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学習課外 

真剣な眼差しで、午後から行われている英数国三教科の学習課外に参加している人たちです。参加者は三教科合わせ

て延べ１５５名。大学受験の準備を、授業の補強のためにと目的は様々。しかし、その熱意は本物。 

以下は授業を担当してくださっている先生方のコメントです。「一つでも多く学んでやろうという熱意を感じます。」

（英語・栗本先生）「選んで来ている人だけあって、前向きに取り組んでいます。これからが楽しみ。」（数学・川﨑先

生）「古典でやっていることは授業の先取りです。いま学んでいる人たちなら、クラスへ戻ってリーダーになってくれる

はず。」（国語・矢口先生） 「学習の喜び」が生まれつつあるようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ボランティア 

正直驚いています。こんな思いがあったからです。「この時期ボランティアを募集しても、やらないだろうな。」しか

し、ふたを開けてみると何と延べ３０名以上の参加希望者が。さすが「ボランティアの佐和」です （因みに３学年全

体で延べ８９名参加）。暑い中の草刈りは想像以上です。しかし、彼らは泣き言ひとつ言わず黙々と取り組んでいます。

ここにもたくさんの「学び」が生まれています。 

 

 

 

おすすめの 1冊  「超効率 勉強法」（メンタリスト ＤａｉＧｏ） 

朝読書も軌道に乗ってきました。今回のおすすめは、テレビ等で活躍しているメンタリスト ＤａｉＧｏさんの 

「超効率 勉強法」です。これは表題のとおり、最短の時間で最大の成果を上げるという、彼の体験談に基づいた学

習法です。その中に「勉強の基本は、2つ。１想起２再言語化。」とあります。わかりやすく言うと、学習の最中に

「思い出す」作業を入れることと、覚えた事柄を「自分の言葉で言ってみる」ことだということです。 

この本は図書館にありますよ。ぜひ、手に取ってみてください。 

 

お知らせ 

保護者の皆様へ 

延期されていました三者面談が、９月１４日（月）から始まります。後ほど文書を配付させていただきます。 

ご予定のほど、よろしくお願いいたします。 

   

 

今後の主な予定（8月～9月） 

  ・８／７（金） 

～８／２３（日）   夏季休業期間 

   ・８／２４（月）       集会・服装頭髪指導 

  ・８／２４（月）  

～８／２８（金）   夏期特別編成授業（短縮 40分１～４ｈ授業）  

・８／２７（木）       第４回漢字テスト 

  ・８／３１（月）       第２回学習到達度テスト 

  ・９／１４（月） 

～１８日（金）    三者面談期間 

   ・９／２８（月）       前期終業式 

   ・９／２９（火）・３０（水） 学期末休業 

   

 
＊表題『「照一隅」（一隅（いちぐう）を照らす）』とは、天台宗の祖、最澄の言葉。「社会のかた隅にいながら、その社
会を照らそうとする人、その人こそが国の宝である」という意味。（詳細は学年通信 1号） 

夏休み課題一覧表が

裏面に有ります！！ 

高校初の通知

表がもらえま

す！ 

５回は 9/3  ６回は 9/10 

ですよ！！ 


